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『生物資源経済研究』規定

1.投稿資格 ･著作権 ･編集要領

1)単著論文の投稿資格者は､生物資源経済学専攻 (以下､専攻と略記)教員､本専攻在籍中ないし在籍後 5年以内の内地

研究員 ･外国人招碑学者 ･外国人共同研究者､および編集委員会で特に認めたものとする｡なお､別途定める 『生物資

源経済研究』内規に基づき､本専攻の院生 (およびこれと同等以上と認められる者)も､専攻会議の了承のもとに投稿

できる｡

2)共著論文の第一執筆者は本専攻教員に限定するものとする｡

3)著作権 :本誌に掲載された論文 ･抄録の著作権は､本専攻に属するものとする｡なお執筆者自身が自らの論文を利用す

ることは差し支えないものとする｡

4)原稿の採否の決定 :原稿の採否は､複数査読にもとづき編集委員会が行 うこととする｡採用決定日をもって受理 日とす

る｡

5)発行回数 と別刷 り:年 1回発行を原則とする｡別刷 りは各原稿当たり20部まで無料で著者に贈呈し､それ以上は著者の

実費負担とする｡

6)著者校正 :著者校正は原則として2回行 う｡誤植以外の加筆 ･修正はできないこととする｡

2.執筆要領

1)原稿種別は論文と研究ノー トの2種とし､投稿者は投稿時に種別を明記する｡

2)原稿枚数は､図 ･表を含め､和文の場合は横書き400字詰め原稿用紙換算で50枚以内､英文の場合は､A4用紙にダブル ･

スペース (28行､ 1行10-15単語)で30枚以内を目安とする｡和文の場合は英文抄録 (300単語以内)と英文題名を､英

文の場合は和文抄録 (800字以内)と和文題名を投稿時に添付する｡原稿は完成原稿とそのハー ド･コピー2部を､デー

タ ･ファイルを添付の上で､編集委員長ないし副委員長に提出するものとする｡

3)特殊な専門用語 ･学術用語のほかは､原則として新仮名遣い ･常用漢字を使用する｡

4)論文の節項表示は､1.(1)､1)､aのようにする｡

5)単位は%､kg､haなどの略号を用い､数字は5憶6,728万などと表す｡

6)図表は､図 1､表 1(Figl.Table1)のように示す｡また図表の挿入位置については､完成原稿の右余白に朱書きで明示

する｡

7)本文注記は各頁ごとではなく本文末尾に一括 して掲載する｡また引用文献は注記を原則とし下記の要領によるものとす

るが､各分野学会誌の様式に準じた表記も認める｡

1)和文の場合

a.著者名 『書名』(シリーズ名),出版社,出版年 (奥付けによる),ページ.

b.執筆者名 ｢論文名｣,編著者名 『書名』(シリーズ名),出版社,出版年,ページ.

C.執筆者名 ｢論文名｣,『雑誌名』巻号 (年月),ページ.

2)欧文の場合

a.名頭文字.姓,書名 (出版他 :出版社,出版年),p.(または pp.)

b.名頭文字.姓, "論文名",雑誌名,巻号 (月,午),p.(または pp.)

付 記

(1)本規定の改正は専攻会議の承認を得なければならない｡

(2)本規定は平成 7年 9月14日より実施する｡

(3)本改正は平成13年 7月31日より実施する｡

(4)本改正は平成17年 2月 1日より実施する｡

(5)本改正は平成20年 1月 1日より実施する｡
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京都市歴史資料館統括主任研究員

『生物資源経済研究』第13号の編集を終えて

『生物資源経済研究』第13号をお送 りします｡本号は､これまでの号に比べて､2つの意味で斬

新であります｡その 1つは､これまでの号の殆 どが論文のみで構成されていたのに対 して､新た

に ｢研究ノー ト｣のジャンルを掲載 したことです｡以前の号をすべて調べているほど暇ではあり

ませんので､この号が本当にその最初であるかどうか必ず しも定かではありません｡ しかし少な

くとも私の手元にある過去の何冊かの中にはこの例は見当た りません｡一般に論文に求められる

オ リジナ リティと熟度もさることながら､その資料 としての価値の高いものや研究 ･分析の中間

結果をいち早く公表することが求められるものは､このジャンルで投稿することに意味があると

思います｡最近では､多くの学会誌がこの範境を無くして安直に論文に一本化 しているようです

が､学術的なジャーナル としてのメリハ リを欠くことにならないか危倶されます｡この号の斬新

さの今一つの点は､縦書きの原稿を含めたことです｡この点は明確にこの号が初めてです｡編集

委員の間で色々議論 した末に､過去の慣例に捕われず投稿者の強い希望を尊重することにしまし

た｡その結果､前からは横書き､後ろからは縦書きとい う折衷型の編集を採用することになりま

した｡多様な原稿の投稿機会を提供するとい う点ではそれなりの意義があるとも思いますが､そ

の是非は今後の編集委員もしくは皆様の判断に委ねたいと思います｡何れにせよ本誌を充実させ

る上で､皆様の活発な投稿を期待 しています｡

平成20年 2月26日

編集委員長 加賀爪 優
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